
 

 

 

 

 2026年を、新たな情熱と前進の年に！ 

みなさん、あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 さて、2026年は干支でいうと「丙午（ひのえうま）」の年です。午年は、力強く前へ

進む行動力や躍動感を象徴すると言われています。中でも丙午は、明るく燃える「火」の

性質をもち、情熱をもって物事に取り組み、新たな挑戦へと踏み出すエネルギーに満ちた

年とされています。 

 

 本校においても、これまで大切にしてきた教育活動を基盤としながら、子どもたち一人

ひとりが自分のよさや可能性を発揮し、前向きに挑戦していく姿を育んでいきたいと考え

ています。それは、変化の激しい時代だからこそ、失敗を恐れずに考え、行動し、学び続

ける力が一層求められているからです。 

学校は、子どもたちが自ら課題を見つけ、その解決に向けて挑戦（チャレンジ）するこ

とで成長できる場でなければなりません。 

本年も鈴川小学校は、子ども一人ひとりが「未来を拓く力」と「今も未来も幸せに生き

る力（ウェルビーイング）」を育めるよう、教職員一同、全力でサポートしてまいります。 

午（うま）が颯爽と坂道を駆け上がるように、困難を恐れず、柔軟かつ力強く「次の一

歩」を踏み出す一年にしていきたいと思います。 

 

 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に深いご理解と温かいご支援

をいただき、心より感謝申し上げます。本年も、学校・家庭・地域がつながりながら、子

どもたちの学びとくらしを支えていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

～ 最後に、鈴川小学校の児童のみなさんへ ～ 

 新しい年は、新しい挑戦の始まりです。 

午年の馬のように、目標に向かって力強

く進んでください。一歩一歩の積み重ねが、

今の自分をつくり、そして未来への扉を開

いていきます。  

今年も、笑顔と感動にあふれた一年にし

ていきましょう！ 

みんなで「ともにくらしをつくる」こと

を大切にしながら歩んでいきましょう！ 

 

山形市立鈴川小学校 学校だより 

令和 8年 1月 21日（水） 

第 9号 校長 鈴木 伸治 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2日（月） 2/7の振替休業日 

3日（火） 音楽朝会（式歌） 

登校指導（PTA3・4年） 

4日（水） なかよし班活動 

5日（木） 読み聞かせ（3年、個別 4） 

児童会委員会活動（反省） 

7日（土） 学習参観（月曜日課） 

      R8父母と教師の会役員選出 

9日（月） 児童会代表委員会 

10日（火） 音楽朝会（式歌） 

新入児童保護者説明会 

12日（木）  読み聞かせ（2年、個別 3） 

16日（月） 職員会議 

       スクールカウンセラー来校日 

17日（火） 児童朝会（児童会引継ぎ） 

       幼保小連絡会 

19日（木） 読み聞かせ（1年、個別 1.2） 

       6年親子行事（コサージュ作り） 

20日（金） 地区会 

父母と教師の会 全役員会 

24日（火） 全校音楽（卒業式歌） 

25日（水） いのちの日、第３回学校運営協議会 

26日（木） スクールカウンセラー来校日 

27日（金） 6年生を送る会 

 

 

 

子どもたちの日々の学習や暮らしの様子などを、 

学校ホームページでお知らせしています！ 

どうぞご覧ください。 

https://www.suzukawa-e.ymgt.ed.jp/ 

 

◇始業式（1/8）代表児童あいさつ「中学に向けて」 6年生代表児童：武田 希絃 

 僕の今できていることといえば、「提出物を忘れず出している」「授業で手を挙げている」「計画副委員

長として責任感を持って行動している」などが挙げられます。でも今までできていることだけでは、中

学校でうまくやっていけない、まだまだ足りないことがあると思っています。なので僕は大きい 2 つの

目標を立てました。 

一つ目の目標は、「家庭での学習習慣の見直し」です。この前道徳の授業で先生から中学校の話があり

ました。そのときに、「中学生になってからは 2日休んだら授業についていけないレベルで授業の進みが

早い。小学校とはレベルが違う。」という話を聞きました。それを聞いて僕は、今の学習量では本当に足

りないと危機感と緊張感が同時に走りました。なので、3学期は今までの学習量を見直して中学校になる

にあたっての土台作りを頑張りたいです。 

二つ目は「相手の気持ちを考えること」です。小学生の今でも先生などから毎年話をされています。

ですが、今友達と普通に言い合っていることが、中学校に入って人が増え、ほかの小学校から来た人が

嫌だと感じることがあるかもしれないと思うからです。なので今、相手の気持ちを考えていると思って

いても、中学校に入ったら足りないことになってしまうと思うので、これから、より相手の気持ちを考

えることを意識していきたいです。 

そして、僕はこの学校のみんなで取り組んで 

いきたいことがあります。それは、「言葉遣い」 

です。特に人の見た目(容姿)を悪く言う言葉や、 

暴言がとても目立つと思っています。2学期の 

終業式で校長先生がお話ししてくださった「一度 

立ち止まって考えること」が僕もとても大事なこと 

だと感じました。たとえば計画委員だけが心がけた 

としても、学校全体の言葉遣いは絶対によくなりま 

せん。ぜひみんなの力で、本気で変えていきませんか。 

言葉から素敵な学校に変えられるよう、 

みんなでぜひ気持ちを一つにして頑張っていきましょう。 

https://www.suzukawa-e.ymgt.ed.jp/

